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公
益
目
的
事
業
〈
伝
統
文
化
保
存
事
業
〉

（
１
）　

博
物
館
事
業

①
展
示
活
動

刀
剣
博
物
館
を
運
営
し
、
展
示
活
動
を
行

う
。
ま
た
、
刀
剣
類
の
入
門
や
研
究
に
適

し
た
書
籍
や
手
入
れ
用
具
、
刀
袋
、
袱
紗

な
ど
の
関
連
商
品
を
販
売
し
て
来
館
者
の

利
便
に
供
す
る
。
希
望
者
に
は
学
芸
員
に

よ
る
解
説
も
行
い
、知
識
の
普
及
を
図
り
、

他
の
美
術
館
と
巡
回
展
示
も
行
う
。

な
お
、
今
年
度
は
刀
剣
博
物
館
移
転
に
伴

い
４
月
よ
り
休
館
と
し
、
移
転
後
の
展
示

再
開
は
平
成
30
年
１
月
に
、
平
成
29
年
新

作
名
刀
展
・
第
70
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技

術
発
表
会
入
賞
作
品
展
合
同
展
の
予
定
で

あ
る（
会
期
未
定
）。

開
館
時
間　

�

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
　

入
館
は
午
後
4
時
ま
で

休
館
日　
　

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）

　
　
　
　
　

年
末
年
始

入
館
料
※　

一
般
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　

会
員
・
学
生
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　

※
移
転
後
は
変
更
の
予
定
あ
り

②
鑑
賞
会
事
業

８
月
と
12
月
を
除
く
毎
月
第
二
土
曜
日
に

刀
剣
・
刀
装
具
類
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
、

広
く
参
加
を
募
り
、
実
際
に
手
に
と
っ
て

鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
講
師
が
鑑
賞
指
導
を

行
い
能
力
の
向
上
を
推
進
す
る
。
ま
た
同

日
の
午
前
中
に
、
刀
を
手
に
と
っ
て
鑑
賞

し
た
経
験
の
な
い
初
心
者
を
対
象
と
し
た

「
日
本
刀
鑑
賞
マ
ナ
ー
講
座
」
を
開
催
し
、

刀
剣
に
興
味
を
持
っ
た
方
に
鑑
賞
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
正
し
く

鑑
賞
す
る
こ
と
で
日
本
刀
は
怖
い
も
の
で

は
な
く
文
化
財
で
あ
り
、
優
れ
た
芸
術
品

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
初
心

者
が
鑑
賞
会
に
参
加
し
や
す
い
態
勢
に
す

る
。

な
お
、
今
年
度
は
刀
剣
博
物
館
移
転
に
伴

い
、
６
月
ま
で
開
催
し
、
移
転
後
の
再
開

は
11
月
を
予
定
し
て
い
る
。

③
発
表
会
事
業

▽
平
成
29
年
新
作
名
刀
展

新
作
名
刀
展
は
作
刀
、
彫
金
及
び
刀
身
彫

の
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
と
し
て
行
い
、
そ
の

結
果
発
表
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
、

伝
統
技
法
を
駆
使
し
た
、
現
代
作
家
の
優

秀
さ
を
広
く
社
会
に
認
識
せ
し
め
、
伝
統

技
術
の
保
存
向
上
を
図
る
。

会
期　

平
成
30
年
１
月
（
会
期
未
定
）

会
場　

刀
剣
博
物
館

展
示
内
容　

新
作
名
刀
展
の
入
賞
作
品
及
び

無
鑑
査
認
定
者
の
作
品
展
示

な
お
、
刀
剣
博
物
館
移
転
に
伴
い
、
新
作

名
刀
展
は
山
形
県
の
致
道
博
物
館
、
岡
山

県
の
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
及
び
埼
玉
県

の
川
越
市
立
博
物
館
で
の
巡
回
展
を
先
行

す
る
。

移
転
後
の
１
月
に
「
平
成
29
年
新
作
名
刀

展
」
と
「
第
70
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術

発
表
会
入
賞
作
品
展
」
と
の
合
同
展
を
実

施
す
る
。

▽
第
70
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会
入

賞
作
品
展

第
70
回
刀
剣�

研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会
は

研
磨
・
白
鞘
・
刀
装
・
柄
前
・
白
銀
の
コ

ン
ク
ー
ル
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、そ
の
結
果
発
表
の
場
と
し
て
開
催
し
、

伝
統
技
法
、
現
代
作
家
の
優
秀
さ
を
広
く

　

は
じ
め
に

我
が
国
の
景
気
は
回
復
の
兆
し
は
見
え
る

も
の
の
、引
き
続
き
不
安
定
な
状
況
で
あ
る
。

一
方
、
刀
剣
界
に
お
い
て
は
関
連
書
籍
の

相
次
ぐ
出
版
や
い
わ
ゆ
る
刀
剣
女
子
に
代
表

さ
れ
る
日
本
刀
へ
興
味
を
抱
く
方
が
急
増
し
、

日
本
刀
ブ
ー
ム
に
沸
い
て
い
る
。

世
界
的
に
類
を
見
な
い
日
本
刀
文
化
の
普

及
振
興
と
、
日
本
刀
文
化
・
技
術
の
伝
承
に

携
わ
っ
て
い
る
刀
職
の
方
々
へ
の
有
効
的
な

支
援
を
設
立
来
の
責
務
と
し
て
き
た
当
協
会

に
と
っ
て
、
昨
年
度
「
た
た
ら
製
鉄
」
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
う
え

の
な
い
名
誉
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責

を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
年
度
完
了
予
定
の
墨
田
区
両

国
地
区
へ
の
刀
剣
博
物
館
新
築
移
転
計
画
に

つ
い
て
は
、
会
員
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の

ご
協
力
な
く
し
て
は
到
底
達
成
で
き
な
い
大

事
業
で
あ
り
、
新
た
な
刀
剣
博
物
館
を
す
べ

て
の
国
民
、
世
界
中
の
愛
刀
家
の
方
々
に
愛

さ
れ
る
博
物
館
と
す
る
べ
く
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
た
い
。 公

益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

平
成
29
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
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都
道
府
県
の
登
録
業
務
に
協
力
す
る
。

ま
た
、
要
望
に
よ
り
、
刀
剣
類
、
文
献
、

甲
冑
等
の
寄
贈
及
び
寄
託
の
相
談
に
も
応

じ
る
。
な
お
、
今
年
度
は
刀
剣
博
物
館
移

転
に
伴
い
、８
月
及
び
９
月
は
休
止
す
る
。

⑥
広
報
誌
の
発
行
事
業

広
報
誌
『
刀
剣
美
術
』
を
平
成
29
年
度
は

723
号
か
ら
734
号
ま
で
を
毎
月
発
行
す
る
。

編
集
委
員
に
よ
る
編
集
会
議
を
毎
月
開
催

し
て
掲
載
内
容
を
検
討
、
決
定
し
、
当
協

会
の
情
報
発
信
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の

普
及
、知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
記
事
、

研
究
者
、
刀
職
、
愛
刀
家
の
研
究
の
発
表

の
場
と
し
て
活
用
す
る
。

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
協
会
の
情
報
を

発
信
し
て
い
く
。
海
外
へ
の
普
及
の
た
め

に
広
報
誌
の
内
容
を
一
部
英
訳
し
て
掲
載

す
る
。
さ
ら
に
刀
剣
類
の
知
識
向
上
の
た

め
に
役
立
つ
情
報
も
発
信
し
て
い
く
。
ま

た
、
刀
剣
博
物
館
移
転
に
あ
わ
せ
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
で

あ
る
。

（
２
）　

教
育
、
講
習
事
業

①
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

今
年
度
は
６
月
下
旬
の
４
日
間
、
備
前
長

船
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て
実
施
す
る
。
内

容
は
柄
下
地
の
部
、
刀
装
金
具
の
部
の
二

部
門
と
す
る
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査

ク
ラ
ス
と
す
る
。
講
習
生
は
原
則
と
し
て

刀
職
に
従
事
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
刀
職

を
目
指
す
者
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
募
す
る
。
修
了
し
た
者
に
は
修

了
証
を
交
付
す
る
。

②
第
50
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会

第
44
回
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

今
年
度
は
、
７
月
24
日
か
ら
７
月
29
日
に

各
部
門
3
日
間
、
当
協
会
に
お
い
て
実
施

す
る
。
内
容
は
研
磨
技
術
は
鍛
冶
研
ぎ
の

部
と
研
磨
の
部
の
二
部
門
、
外
装
技
術
は

白
鞘
の
部
、
柄
前
の
部
、
白
銀
の
部
の
三

部
門
と
す
る
。
講
師
は
各
刀
職
の
無
鑑
査

ク
ラ
ス
と
す
る
。
研
修
生
は
原
則
と
し
て

刀
職
に
従
事
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
刀
職

を
目
指
す
者
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
募
す
る
。
三
年
を
一
単
位
と
し

て
構
成
し
、
修
了
証
を
交
付
す
る
。

さ
ら
な
る
研
修
を
希
望
す
る
者
に
は
特
別

研
修
コ
ー
ス
を
設
け
、
三
年
の
特
別
研
修

会
を
受
講
で
き
る
。

ま
た
、初
心
者
用
に
聴
講
コ
ー
ス
も
設
け
、

特
別
研
修
・
研
修
・
聴
講
の
三
段
階
の
態

勢
で
多
様
な
需
要
に
応
じ
る
。

③
第
35
回
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

今
年
度
は
10
月
下
旬
に
4
日
間
、
島
根
県

の
日
刀
保
日
本
刀
鍛
錬
道
場
に
お
い
て
実

施
す
る
。
文
化
庁
の
作
刀
承
認
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
は
刀
匠
を
目
指

す
者
に
限
り
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
募
す
る
。
三
年
を
一
単
位
と
し

て
構
成
し
、
修
了
証
を
交
付
す
る
。
さ
ら

な
る
研
修
を
希
望
す
る
者
に
は
特
別
研
修

コ
ー
ス
を
設
け
、
三
年
の
特
別
研
修
を
受

講
で
き
る
。

④
村
下
養
成
講
座

た
た
ら
操
業
の
日
程
に
あ
わ
せ
て
、
１
月

よ
り
島
根
県
の
日
刀
保
た
た
ら
に
お
い
て

実
施
す
る
。
た
た
ら
製
鉄
の
技
術
の
継
承
、

向
上
を
目
的
と
し
て
、
講
師
は
選
定
保
存

技
術
保
持
者
（
村
下
）
及
び
製
鉄
の
専
門

家
で
構
成
す
る
。

（
３
）　

コ
ン
ク
ー
ル
事
業

①
平
成
29
年
新
作
名
刀
展

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目

的
と
し
て
、
作
刀
の
部
（
太
刀
・
刀
・
脇

指
・
薙
刀
・
槍
の
部
、
短
刀
・
剣
の
部
）、

刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
の
三
部
門
に
つ

い
て
作
品
を
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
募
し
、
４
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で

受
け
付
け
る
。

４
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
し
、
高
松
宮

記
念
賞
及
び
正
宗
賞
を
は
じ
め
と
し
た
特

賞
・
優
秀
賞
・
努
力
賞
・
入
選
を
選
考
し
、

入
賞
作
品
・
入
選
作
品
に
対
し
て
４
月
28

日
に
協
会
に
お
い
て
表
彰
式
を
開
催
し
、

賞
状
、
賞
金
、
副
賞
等
を
授
与
す
る
。
今

年
度
は
刀
剣
博
物
館
移
転
に
伴
い
、
６
月

14
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
山
形
県
の
致
道

認
識
せ
し
め
、
伝
統
技
術
の
保
存
向
上
を

図
る
。

会
期　

平
成
30
年
１
月
（
会
期
未
定
）

会
場　

刀
剣
博
物
館

展
示
内
容　

第
70
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術

発
表
会
入
賞
作
品
及
び
同
展
の
無
鑑
査
認

定
者
の
作
品
の
展
示

な
お
、
今
年
度
は
、
１
月
に
「
平
成
29
年

新
作
名
刀
展
」
と
「
第
70
回
刀
剣
研
磨
・

外
装
技
術
発
表
会
入
賞
作
品
展
」
と
の
合

同
展
を
開
催
す
る
。

④
古
伝
書
等
の
公
開
事
業

資
料
室
に
お
い
て
所
蔵
す
る
古
伝
書
等
刀

剣
類
に
関
す
る
資
料
を
管
理
し
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
一
般
に
閲
覧（
無
料
）、

コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）を
行
う
。
ま
た

必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
資
料
室
の
充
実

に
努
め
、
管
理
す
る
。

な
お
、
今
年
度
は
刀
剣
博
物
館
移
転
に
伴

い
、
４
月
よ
り
休
室
と
な
る
。
移
転
後
の

再
開
は
１
月
の
予
定
で
あ
る
。

⑤
刀
剣
相
談
事
業

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
、
刀
剣
、
刀
装
、

刀
装
具
の
手
入
れ
方
法
や
扱
い
方
法
、
保

存
方
法
な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け

る
。
ま
た
、
刀
剣
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀

剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ
る
所
轄
警
察
署

へ
の
届
け
出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底

を
図
り
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の

登
録
申
請
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
、
各
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博
物
館
、
８
月
４
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で

岡
山
県
の
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
、
９
月

９
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
埼
玉
県
の
川
越

市
立
博
物
館
に
お
い
て
先
行
し
て
巡
回
展

示
し
、
移
転
後
の
刀
剣
博
物
館
に
お
い
て

１
月
に
第
70
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
発

表
会
入
賞
作
品
展
と
の
合
同
展
を
開
催
す

る
（
会
期
未
定
）。

②
第
70
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会

研
磨
の
部
（
鎬
造
の
部
・
平
造
の
部
）、

白
鞘
の
部
、
刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、
白

銀
の
部
の
五
部
門
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
作

品
を
10
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
受
け
付
け
、

10
月
中
旬
に
審
査
会
を
開
催
し
、
入
賞
作

品
・
入
選
作
品
に
対
し
て
11
月
中
旬
に
協

会
に
お
い
て
表
彰
式
を
開
催
し
、
賞
状
、

賞
金
、
副
賞
を
授
与
し
、
移
転
後
の
刀
剣

博
物
館
に
お
い
て
１
月
に
平
成
29
年
新
作

名
刀
展
と
の
合
同
展
を
開
催
す
る
（
会
期

未
定
）。

（
４
）　

検
定
・
資
料
収
集
事
業

①
刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査
事
業

８
月
と
９
月
を
除
き
、
毎
月
保
存
刀
剣
及

び
特
別
保
存
刀
剣
等
の
審
査
を
実
施
し
、

合
格
し
た
物
件
に
は
鑑
定
書
を
発
行
す
る
。

刀
剣
は
奇
数
月
、
刀
装
・
刀
装
具
は
偶
数

月
に
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
る
。

審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が

指
名
ま
た
は
委
嘱
し
、
審
査
規
程
及
び
審

査
基
準
に
則
り
厳
正
に
行
う
。

な
お
、
今
年
度
は
刀
剣
博
物
館
移
転
に
伴

い
、
５
月
か
ら
７
月
は
実
施
し
な
い
。

移
転
後
の
再
開
は
10
月
の
予
定
で
あ
る
。

②
刀
剣
類
の
重
要
審
査
事
業

第
63
回
重
要
刀
剣
等
審
査
申
請
は
10
月
10

日
か
ら
12
日
ま
で
受
け
付
け
、
審
査
会
を

開
催
し
、
指
定
さ
れ
た
物
件
に
は
指
定
書

を
発
行
す
る
。

審
査
員
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が

指
名
ま
た
は
委
嘱
し
、
審
査
規
程
及
び
審

査
基
準
に
則
り
厳
正
に
行
う
。
ま
た
、
新

た
に
指
定
さ
れ
た
も
の
を
第
63
回
重
要
刀

剣
等
新
指
定
展
と
し
て
移
転
後
の
刀
剣
博

物
館
で
公
開
展
示
す
る
予
定
で
あ
る
（
会

期
未
定
）。

③
資
料
収
集
事
業

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特

別
重
要
の
各
審
査
を
実
施
し
た
際
、
合
格

品
、
指
定
品
に
つ
い
て
調
書
及
び
写
真
を

デ
ー
タ
で
作
成
し
、
貴
重
な
資
料
と
し
て

保
管
す
る
。

特
に
重
要
・
特
別
重
要
刀
剣
等
に
つ
い
て

は
、
指
定
品
を
図
譜
と
し
て
纏
め
て
出
版

し
、
頒
布
す
る
。

ま
た
、全
国
の
国
指
定
文
化
財
等
を
保
存
・

管
理
す
る
施
設
（
個
人
・
団
体
）
に
職
員

を
派
遣
し
、
保
存
状
況
の
調
査
確
認
、
押

形
の
採
取
、
文
献
等
の
資
料
の
収
集
を
実

施
し
、
あ
わ
せ
て
当
該
施
設
に
対
し
保
管

方
法
に
関
す
る
助
言
、
修
理
相
談
等
を
行

う
。
収
集
し
た
資
料
は
適
宜『
刀
剣
美
術
』

等
で
発
表
す
る
。

（
５
）　

資
格
付
与
事
業

①
無
鑑
査
の
選
任

刀
職
の
能
力
の
基
準
を
明
確
に
し
、
刀
職

の
目
指
す
べ
き
ひ
と
つ
の
目
標
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
無
鑑
査
選
任
規
程
に
則

り
、
新
作
名
刀
展
及
び
刀
剣
研
磨
・
外
装

技
術
発
表
会
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
て
対

象
者
を
無
鑑
査
に
認
定
す
る
。

②
伝
位
授
与

刀
剣
類
の
知
識
、
鑑
定
眼
に
よ
り
段
階
的

に
伝
位
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
愛
刀

家
の
勉
強
の
成
果
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
目

標
と
な
り
、
刀
剣
類
の
保
存
、
普
及
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
伝
位
授
与

規
程
に
則
り
授
与
す
る
。

広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報

し
、
随
時
受
け
付
け
る
。

伝
位
審
議
会
は
６
月
、
12
月
、
３
月
の
年

三
回
開
催
し
、
審
議
の
結
果
、
答
申
書
を

提
出
し
、
会
長
ま
た
は
理
事
会
の
承
認
を

経
て
伝
位
を
授
与
す
る
。
伝
位
授
与
者
は

広
報
誌
に
掲
載
す
る
。

③�

刀
剣
等
指
導
員
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員

の
登
録

刀
剣
等
の
指
導
員
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、

刀
剣
等
指
導
員
規
程
及
び
刀
剣
等
指
導
補

助
員
規
程
に
基
づ
き
、
対
象
者
を
指
導
員

及
び
指
導
補
助
員
に
登
録
し
、
刀
剣
等
指

導
員
証
明
書
及
び
刀
剣
等
指
導
補
助
員
証

明
書
を
発
行
す
る
。
指
導
員
、
指
導
補
助

員
は
広
報
誌
に
掲
載
す
る
。

（
６
）　

た
た
ら
製
鉄
事
業

①
選
定
保
存
事
業
の
製
造
技
術
の
継
承
と
向

上
の
た
め
、
ま
た
、
刀
剣
制
作
に
必
要
な

玉
鋼
の
確
保
の
た
め
に
た
た
ら
製
鉄
事
業

を
１
月
中
旬
よ
り
２
月
初
旬
に
行
う
。

②
製
造
し
た
玉
鋼
を
５
月
下
旬
よ
り
刀
匠
に

分
与
し
、
そ
の
使
用
を
指
導
す
る
。

③
玉
鋼
の
品
質
研
究
及
び
備
蓄
を
図
る
。

（
７
）　

刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

全
国
79
カ
所
及
び
海
外
４
カ
所
に
あ
る
協

力
団
体
を
地
方
及
び
海
外
の
窓
口
と
し
て

刀
剣
類
の
保
存
普
及
事
業
の
助
成
を
行
う
。

具
体
的
に
は
次
の
事
業
を
助
成
す
る
。
ま

た
、
協
力
団
体
以
外
の
団
体
で
あ
っ
て
も

相
当
と
判
断
し
た
場
合
は
同
様
と
す
る
。

な
お
、
今
年
度
は
移
転
に
伴
い
、
刀
剣
類

の
貸
出
及
び
講
師
の
派
遣
は
６
月
ま
で
実

施
、
移
転
後
の
再
開
は
11
月
を
予
定
し
て

い
る
。

①
８
月
と
12
月
を
除
き
、
諸
地
域
で
開
催
さ

れ
る
鑑
賞
会
へ
の
鑑
賞
刀
剣
類
の
貸
出
。

②
８
月
と
12
月
を
除
き
、
諸
地
域
で
開
催
さ

れ
る
鑑
賞
会
へ
の
講
師
の
派
遣
に
よ
り
、
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鑑
賞
の
指
導
及
び
刀
剣
類
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
る
。

③
協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会

の
助
成
及
び
共
催
。

④
そ
の
他
協
会
の
公
益
事
業
に
該
当
す
る
事

業
の
助
成
。

（
８
）　

そ
の
他

①
外
部
文
化
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
、
広

く
刀
剣
類
の
文
化
の
保
存
と
発
展
に
寄
与

す
る
。

②
本
協
会
の
事
業
は
、
日
本
国
内
の
み
を
対

象
と
せ
ず
、
海
外
に
お
け
る
刀
剣
類
の
文

化
の
保
存
と
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
実
施

す
る
。

③
本
協
会
・
博
物
館
の
墨
田
区
両
国
地
区
へ

の
建
設
、
移
転
計
画
を
完
了
す
る
。
特
に

新
た
な
刀
剣
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
公
開

承
認
施
設
と
し
て
の
運
営
に
向
け
関
係
各

省
庁
に
引
き
続
き
ご
指
導
い
た
だ
き
、
日

本
の
誇
れ
る
文
化
施
設
と
し
て
、
文
化
保

存
、
向
上
に
寄
与
で
き
る
博
物
館
の
運
営

に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
す
る
。

④
そ
の
他
本
協
会
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
を
行
う
。

全
面
移
転
に
伴
い
、
上
記
各
事
業
の
全
部

又
は
一
部
に
中
止
や
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
る
。
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